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地域と三田小学校の交流事業 
授業で作ったかかしを田んぼに 

 三田小学校の５年生が地域住民ともち米を育てている水田に、授業で作っ

たかかしを設置します。 

１ 日時 

９月 17 日（木） ９時～10 時 15 分（雨天時は 18 日） 

２ 場所 

睦合北公民館近くの水田（三田 2144 付近） 

３ 主催 

佐藤典子・三田小学校地域学校協働活動推進員、三田小学校（杉山仁校長、

児童数 645 人）、睦合北公民館 

４ 概要 

三田小学校では、地域のパイプ役となる地域学校協働活動推進員が子ども

たちと地域住民との活動をコーディネート。かかしは１日、地域活動団体が

９体を制作しました。５年生児童が顔を描いて飾り付けを行い、６月からも

ち米を育てている水田に設置します。 

５ ＰＲしたい内容、事業のポイント、前回との違いなど 

・かかしの設置では、作業を手伝う地域住民がかかしの役割やもち米作りに

必要な作業について説明します。 

・三田小学校では日頃から、児童が安心して学校生活を過ごせるよう、地域

住民による見守り活動を実施しています。 

・制作したかかしは、「子ども見まもり隊」と書かれた帽子を着用。たわわに

実ったもち米だけではなく、「児童も見守る」という地域の思いを込めてい

ます。 

６ 添付資料 
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